
令和6年度 福岡県ノーリフティングケア普及促進事業

実践報告

ノーリフティングケアへの挑戦！

～入浴の業務改善を通して職員の意識が変わった例 ～

社会福祉法人 いわき福祉会

介護老人福祉施設 やすらぎの郷牧山

事業への参加のきっかけ
・市内の他施設に⾒学に⾏った際、ノーリフティングケ
ア普及促進事業により体系的に取り組みが進んだ
事例を伺った。

・利⽤者の怪我や職員の腰痛保有者の増加に伴い、
⾃施設での取り組みを⾏ったが⼗分な効果が出な
かった。

・事業を活⽤し、継続できる効果的な取り組みをした
いと考え応募する。

統括マネージャー︓施設⻑
健康管理担当 ︓看護師
教育担当 ︓介護⻑
アセスメント・プランニング担当︓OT
福祉⽤具導⼊担当︓相談員
技術指導者︓OT・介護主任

ノ-リフティングケア委員会の発足

やすらぎ通信で

家族にお知らせ

ノーリフティング

ケア宣言で職員

の意識づけ

・介護中が要因とされるの⽪下出⾎や剥離などの事故が増加。
・⼊所者の重度化がすすみ、⼆⼈介助での抱え上げ作業が多く腰
痛保持者が増加。

・介護方法が個々の技術や経験による実施、伝達となりバラバラ。
・福祉⽤具はあるが効果的な使⽤ができていなかった。
・⻑年の習慣や古い固定観念にとらわれ、新しい介護方法
の導⼊や発想の転換に抵抗が強かった。

職員の意識の変革・ケア方法の

見直し・業務改善が必要！！

取組前の状況

職員の約77％が

腰痛あり。５４％

が中等度以上

個人的な取り組みには限

度があり、組織的に腰痛

に対して予防策を講じる

必要性がある。

腰痛の状況
リスクマネジメント

リスクの芽の抽出

移動・移乗時 トイレ誘導・トイレ内の環境 車椅子 浴室 オムツ交換 環境・運搬等
⼆⼈介助の場合、⾝⻑差があるとお互い
に腰に負担（タイミングも）

体重があり自⾝で支え辛い入居者の移乗
時は腰にくる

車椅子の動きが悪いと押すのに力がかか
り負担がある

衣類棚が小さく下の方は使い難い②
センサーやベッド周りのスイッチを目の
高さにしてほしい

床の汚れ等を屈んで拭く時腰が痛くなる
事がある②

ティルト型などフラットにならない車椅
子の移乗時ボードが上手く使えず不良姿
勢になる

トイレ介助時、床が濡れている事があり
バランスを崩しそうになった②

旧式ﾘｸﾗｲﾆﾝｸﾞ車椅子はフラットの際調整
で屈むため腰を痛めるリスクがある

着衣用ベッドが体格の大きい⼈は着せ難
い

一回のオムツ交換の⼈数が多いと腰に負
担がかかるベッドの高さを変えても終わ
る頃には⾝体がバキバキになる

フロアが狭く移動が困難である。車椅子
同士のぶつかりや足を引かれないよう気
を付けている②

入居者の拘縮した足がフットレストに
引っ掛かりそうになった

立位不安定な時に負担のある支え方にな
る

M氏・F氏の車椅子は背面を上げる時、
力を要するため大変②

ズボンなど下の介助では腰を曲げて前傾
姿勢になる事がある

手動式ベッドは手間もかかるし、そのま
まオムツ交換する事がある。ハンドルに
足が当たったりする⑧

オムツの箱を持ち上げる動作時、腰への
負担が多くなっている③

⾝体の大きい方や体重が重たい方の車椅
子⇔ベッド移乗が一⼈の場合腰に負担が
ある③

トイレ内に跳ね上げ式の手すりがあれば
良いと思う。握る場所が片側だけだと座
り難い事がある

車椅子の足元を介助する際、腰は落とす
が作業のしずらさがある

浴室でのリフト⇔車椅子の移乗時は腰に
負担が大きい。オムツを当てるのに時間
がかかると支えるのが大変

背が高い為オムツ交換時ベッドを更に高
くする必要があるが、時間短縮で低い姿
勢のまま行う事がある

手動式ベッドのハンドルが出たままに
なっており、巡視の際足にあたりヒヤリ
とした。

移乗時など力が入る入居者はやり難く腰
が疲れる②

トイレ内で立位不良の方の介助は、女性
や年配の方は大変ではないだろうか

F氏の車椅子のﾌｯﾄﾌﾞﾚｰｷのカバーが外れ
固くて足が痛くなる為、手で解除してい
る

浴室内があ広く床の傾斜がも大きい為、
ストレッチャーを動かす時に腰への負担
が大きい⑤

利用者がベッドの高さに拘りがあり調整
出来ずにオムツ交換を行う為、腰への負
担がある

靴やﾌｯﾄｻﾎﾟｰﾄがベッド下等に置いてある
と取るのに屈むため腰に負担がかかる②

G氏の移乗時バルーンもひっかかりそう
になり一⼈だと負担が大きい

307号トイレ内のﾍﾞｽﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾊﾞｰがH氏
を介助する際、⾝体を支えにくい立位不
良時は特に腰に負担を感じる

跳ね上げ式の車椅子などブレーキが短い
為、前傾になり腰に負担がある

ストレッチャーがとても重く、腰へ負担
と怪我へのリスクがある④

重い介助バーを外してシーツ交換やオム
ツ交換する時が腰に負担がかかる②

配膳車、銀の台車の動きが悪く移動時は
腰に負担がかかる④

一⼈介助でも使えるボードがあれば良い
トイレ内の一連の作業が不良姿勢になり
腰が疲れる②

車椅子が重い
脱衣室は滑りやすくドライヤーのコード
や靴が散乱しているため歩き難くい

夜間はコール対応を考えると柵を外さず
にオムツ交換をしてしまう。

使用済みリネンや届いたリネンを片付け
るのが大変。背が低いので②

床の段差があるところの抱え上げはとて
も負担を感じる

指示の入らない入居者の時は応援を呼ん
でいる

車椅子がスイングアウトなら立位保持が
⻑時間厳しい方でも移乗が楽になると思
う②

浴室内は滑りやすい為、通常の介助時と
は違う体の使い方になり腰痛に繋がる②

オムツ交換時は柵を外した方が良いと思
うが、入居者に柵を持ってもらう事もあ
りそのまま行ってしまう。

低床ベッドのストッパーが緩く離床時な
どストッパーが外れ動く事がある

送迎中、車椅子ご利用者の階段昇降する
際、段差に対して腰をどのくらい落とす
かで腰への負担が大きく変わる

トイレ内が狭く車椅子を付けるとゴミを
捨てたり、必要な物品の準備がし難い

一日入浴に入るとしゃがんで介助する時
間が⻑く腰に負担がある

手が動く方のオムツ交換は腰が疲れる
フロアや新館廊下にあるちょっとした段
差が自操される方には進み難いのでは②

狭い在宅環境での移乗や移動（ベッド上
含め）など腰に負担を感じる事がある

浴室内のトイレがベッドの裏にある為、
誘導し難くトイレ内で不良姿勢になる

ベッド上で体を上部に移動させたい時、
体の大きい方は協力動作が無いと腰に負
担がかかる

食介中スプーンや靴を履かそうとテーブ
ルの下にもぐったりする時、一瞬ではあ
るが丸まった姿勢が腰にくる

胃ろう注入時の体位、⾝体をベッド上部
まで上げた状態にしてほしい

洗⾝時足元を洗う時、腰に負担あり
ベッドサイドが塞がっていて体交などす
る際、腰に負担が掛かる

洗濯場の洗剤をこぼした時は直ぐに拭い
てほしい。滑りそうになる

スライディングボードを増やしてほしい 特浴の移乗時ボードを使わない事がある 介助は前傾姿勢が多く腰痛が発生
下の棚に洗濯ものを置いたり取ったりす
るのが腰が痛い②

スライディングボードを使用しない時は
負担を感じる②

特浴の高さ調整する時に不良姿勢になる
枕灯が付かない所があり、夜間のオムツ
交換がしにくい②

胃ろうの栄養剤の箱を持つとき腰痛があ
る。また洗剤の箱が重たい②

⾝体への負担軽減の為、動きやすい靴や
膝サポーターを活用している。日頃から
のストレッチの必要性を感じている

浴室内の立位用手すりの位置が壁に近す
ぎて介助し難く腰への負担が大きい

オムツ交換時は柵を外して交換すると介
助範囲が広くなり腰痛予防になる。

洗面所やトイレ内の手洗い場で勢いよく
水が出る所があり、床が濡れる

立位時上に引っ張り上げるのでは無く前
屈みで頭を振り子のように動かすと立た
せやすい。手引き時は手だけを持つとふ
ら付く

低床のままオムツ交換を行っているのは
腰痛の原因。自分の腰の高さまで上げて
行う

居室のカーテンを閉める方はセンサー使
用するが、いざという時間に合わず転倒
のリスクがある

移乗時、ベッドのブレーキが掛かってい
ない事があった

直ぐに作業が終わるからと椅子に座らず
中腰で作業してしまう

記録や食介中、丸椅子に⻑時間座ってい
ると腰がだるくなる。

ちょっとそこまでと重たい物を抱えて運
んでしまう。応援を呼ばない

制服が車椅子に引っ掛かり転倒しそうに
なった

職員に介護中

のリスクを挙げ

てもらおう！ ①移動・移乗

②浴室

③オムツ交換

の３つが最も負担の声

が多かった



⼊浴リスクの改善

・特浴リフト、ストレッチャーが重く、ストレッ
チャーで浴室と脱⾐所内を何往復もする
のが負担だ。(動線⾒直し）

・濡れたままのストレッチャーで脱⾐所に
移動するため、床に⽔滴が落ち滑りや
すい。（環境整備）

・ストレッチャーが⼤きいため、脱⾐や⾞
椅子への移乗スペースが狭い。（環
境整備）

・ドライヤースペースが狭く、靴やドライ
ヤーの配線が散乱し足が引っ掛かる。

（環境整備）

ストレッチャー

が大きく脱衣所

が狭い！車椅子

に移乗しにくい

ストレッチャーが重

くて浴室との往復

が大変

配線に引っ掛

かって こけそ

うだ

入浴に関する職員の声

・ストレッチャーは脱
⾐所まで移動せず
浴室内に配置

・浴室内で洗体・更
⾐・移乗まで⾏う

・浴室⼊口に移乗ス
ペースを作る

・脱⾐所を広くし、ド
ライヤースペースを
確保する

・靴の置き場所を決
める

改善策の立案
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5

1

負担の程度

負担が減った
変わらない
負担が大きくなった

ストレッチャーの場所を移動し動線
を短くして負担（腰痛）は減りまし
たか。

⼊浴リスクの改善 ドライヤー

スペースが

できた

脱衣所が

広くなった

水滴も落ち

ていない！

職員の声

・一⼈介助で使⽤できるボードが欲しい

・体の⼤きな⼊所者をベッド上で上部に移動
させる時 腰に負担がかかる

・介助者の⼒で引き上げようとすると腰に
負担がかかる

・体の⼤きい方の移動・移乗は負担が⼤きい

・手動式ベッドは高さを上げるのに手間がかかる

・福祉⽤具の購⼊方法が分からない

移動・移乗リスクの改善

・福祉⽤具の正しい使⽤方法を研修する

・複数の種類の福祉⽤具のデモ機を借りて
購⼊を検討する

・⾞椅子を跳ね上げ式に変更し スライディ
ングボードを使⽤する

・ベッド上の移動はスライディングシート・グ
ローブを使⽤する

・電動ベッドに変更する

移乗・移動に関する職員の声

改善策の立案

・手順が多くて１回じゃ覚えきれない

・福祉用具の使い方が分からない

・分かっているけど 時間に追われてでき

ないことがある

導入に関する職員の声

福祉用具を導入した

いけれども……

不安はあるが

デモ機を借りて

とりあえず体験

してみることに



福祉⽤具導⼊

• 事務手続き（デスクネッツ申請）

・ 3万円以上10万円未満 施設⻑承認

（⾒積もり 1社）

• 10万円以上 理事⻑承認（⾒積もり 2社）

＊請書が必要

• 100万円以上 理事⻑承認（⾒積もり 2社）

＊契約書が必要

• 担当 現場職員 ⇒ 各管理者 ⇒ 施設⻑ ⇒ 本部

機器の破損、故障等は販売業者に連絡

修理の見積もり、メンテナンスを依頼する

管理は介護長・相談員・リハビリが行う

機器の管理とメンテナンス

通常購入                  補助金 

１．現場の意見を聞く           1. 現場の意見を聞き、使用方法等の検討 

２．購入物品の選定            2. 購入物品が補助金対象か確認する  

３．使用頻度や方法を考える        3. 業者の選定を行う 

４．業者の選定を行う           4. 見積もり依頼する 

５．デモの依頼が可能なのか尋ねる     5.補助金申請 

６．見積り依頼              6.補助金決定後 

７．購入・納品              7. 購入・納品  

8・不具合時の修理対応           8. 不具合時の修理対応 

誰が見ても購入方法が分かる

よう手順を可視化！

管理の担当者を明確にする

福祉用具導入の流れ

福祉用具管理マニュアルの作成

床走行式リフト

移乗用Hug

入浴用Hug

移乗支援機器

（移乗です）

イージーグライド

つばさ

スライディング

シート（２種類）

デモ機の試⽤

持ち上げなく

ても楽に移動

できる！

業者からの説明

職員同士で実技研修 現場での使⽤

・着脱や移動の負担が少なくなった。
・安全に移動できる。
・使⽤方法は何度か練習しないと覚え
れない。
・慣れるまで時間はかかるが腰痛は軽減
できそう。

正しい使⽤方
法の理解と繰
り返しの研修が

必要︕︕

・⼊浴⽤Hug（補助⾦申請）
・スライディングボード（つばさ・イージー
グライド）
・スライディングシート（１０枚）

購入品目
職員の声

福祉⽤具の導⼊ ノーリフティングケアをやってみて……

一番変

わったのは

職員の意

識

取り組み 前 取り組み 後

入浴や移動の

負担が減った

慣れるまで大

変だけど楽に

なった

〇〇してみた

らいいんじゃ

ないかな

新しいことを

するのが面倒

そんな時間

が取れない

今のままで

回ってるのに

…

何で今更？ これは便利だ

とりあえず

やってみよう

こっちの方が

楽かも

次々に新たな取り組みがなされ、はじめは⼾惑いや本当にできるのかとの
声が聞かれた。しかしいくつかの業務改善が成功したり、福祉⽤具で負
担軽減が実感できると、協⼒的になる職員が増え、逆に指導者に対し
「⼤変ですね。⼤丈夫ですか。」「おかげで移動が楽になりました。」との声
が聞かれるようになった。⼤変だったが現場に「やってみよう。」という雰
囲気が⽣まれたことが良かった。

そんなこと

できない


